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金融問題はいよいよ、日本国内にも大きな影響をもたらし始めています。１９９０年代から積極的に

アメリカの住宅ローン債券をはじめとする証券化商品の投資にのめり込んでいった農林中金は、すで

に破綻状態にあるとのことです。

さらにその対処法が、信じられないような“官僚体質”的なものだそうです。それによって事態はます

ます深みにはまっているようなのです。

 農 林 中 金 の 闇

【農林中金はすでに破綻状態】

金融問題は海外のことで、日本国内の機関投資家や
金融機関は問題がない、と思われていましたが、ここ

にきて、いよいよ大問題が次々に明らかになってきま

した。報道されている内容も驚愕すべきものですが、

水面下に隠れている部分を考えると事態は深刻を通

り越して日本も金融破綻に備えるべき段階に来てい

ます。

　まずは、農林中金の問題です。１１月２７日に発

表した決算によりますと、９月中間決算は、純利益は

９２％減の１０４億円に、また２００９年３月期の経

常利益予想は、前期比７１％減の１０００億円に留ま

るとのことです。 

 そして証券化商品の含み損（※１）が１兆５０００億

円に達するとして、同時に１兆円の資本増強を発表し

たのです。市場では、この大幅な下方修正と、含み損や

増資に驚いていますが、この内容を見る限り、とても

会社の体をなしているとは言えず、農林中金は完全に

破綻状態、それも想像を絶する額の倒産状態というし

かありません。１兆円などという資金で収まるはずは

なく、まさに税金を湯水のように投入していくしか救

いようのない形です。すぐにでも破綻処理に入るべき

ですが、政治的な問題も絡み展開は予断を許しません。

 農林中金は、市場運用資産４５兆円という巨大な機

関投資家です。貸出金の３倍以上の資産を有価証券で

運用しているのです。農協の上部機関として資金を集

めて運用、毎年巨額の利益を上げてきました。農協にとっ

ては、赤字が続く農業、農業向け物販事業を補う貴重

な収入源でした。これが全国約８００の農協の生活を

支えてきたわけです。

 農林中金が海外投資に舵を切ったのは１９９０年代

後半ですが、それからは積極的にアメリカの住宅ロー

ン債券をはじめとする証券化商品の投資にのめり込

んでいったのです。折からの住宅価格の上昇により投

資は極めて順調で、農林中金の経常利益は２００３年

の１０００億円程度から、２００６年、２００７年、２

００８年と連続して、３０００億円を超える経常利益

となり、その収益力は注目されていたのでした。

　今年８月に農林中金がフレディマック、ファニーメ

イの社債を５兆５０００億円保有しているとの報道で、

その実態が懸念されていましたが、今回、発表された

投資内容をみると、もはや想像を超えた債務超過とい

うしかありません。現在、政府は時価会計の凍結で、証

券化商品の価格は、各々の判断に任せて評価させてい

ますが、この内訳をみると寒気がしてきます。

【トリプルＡも無価値に】

　証券化商品６．８兆円保有ということですが、まず

ＣＤＯ（Collateralized Debt Obligation＝債務担保

証券）の保有額は２兆４４１６億円ということで、こ
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